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中津層群から産出したホホジロザメ

の歯化石について

松島義章

A Shark Tooth Remain of Carcharodon from 

Nakatsu Group, Kanagawa Prefecture 

Yoshiaki MATSUSHIMA 

丹沢山地の東縁を南流する相模川と中津川沿岸に 標本番号 ：KPMG 6595 

は， ！鮮新一更新統の中津層群が分布する。本層鮮から 本標本は歯恨の大部分と前後切縁の歯根付近をわず

は保存の良い良化石や有孔虫化石の産出することで早 かに欠く。歯の形は後切縁の方向にやや傾斜した正三

くから知られてきた（たとえば，鈴木，1932，中世古 角形に近い。さらに切縁の鋸歯の大き さが切縁全体に

・沢井，1950，小島， 1955など〉。先ごろ， 本j菌群の わたってほぼ等しい（咳頭付近はやや小さしつことな

下部層準から貝化石と一緒にホホジロザメ，ヨロイザ どの特徴からホホジロザメ属のものに同定される。こ

メなどの歯化石が産出した（上野 ・松島，1974）。 さ れは， t野 ・松島（1979）によればホホジロザメ右上

らに，甲殻類のオオグソクム~の・種〔旅JlJ' 1982) 顎の第5～7番目の歯にあたるものと判断した。

やフ ジツポ類の化石（山口，1987）なども明らかにな 木標本について，前切縁はほぼ中央部でわずかに湾

ってきて，本層群にみられる海生生物の様子がだんだー 入する。I佼頭頂から歯頚前端聞の距離は約401Il11l（実測

ん明確になってきた。今回，新たに本層鮮の上部層準 可能な部分が37肌）である。後切縁は歯根に近い約%

よりホホジロザメの歯化石が得られたので，ここに記 の部分でゆるやかに湾入して末広がりに歯根に達して

載し，中津層群における海生生物相を知るためのー資 いる。l佼頭頂から歯頚後端聞の距離は約341Il11lc実測可
料としたL、。 能な部分が31皿〉である。鋸切数は約37〔欠損部分を

3とした〉である。歯冠外側面はほぼ扇平で，外側へ

化石の記載 わずかに屈曲する。歯根付近には5～6本のしわのよ

記載するホホジロザメの歯化石は，神奈川県愛甲1m うな浅い潜がある。吹頭頂から歯頚の中央まで計測し
愛川町中津六ツ倉の県道際のシノレト岩周から採取され たエナメノレの高さは，外側が30.41Il11l内側が29.Ommであ

たものである。 る。内側面は中央が盛り上り，咳頭頂に向ってゆるや

軟骨魚類 ClassChondrichtyes かに減じる。実測可能部分の歯冠の幅は28.9四，｜歯冠

ネズミザ メ目 OrderLamniformes 

ネズミ ザメ科 FamilyLamnidae 

の最大の厚みは6.21Il11lであり，歯根の厚みは6.5四で

ある。

ホホジロザメ属 Genus Carcharodon 以上の測定値をもとに，現生標本の歯のエナメノレの

ホホジロザメ Carcharodon carcharias (LTNN 高さ と全長の比から，本標本を保持していた個体の全

AEUS) 長を算出すると，約4m前後の全長であったと思われ

産 地：神奈川県愛甲郡愛川IIIJ中津六ツ倉 る。

士山 層 ：中津層群大塚層 （!To,1985) 

採集 者 ：平出恵子（愛川町立菅原小学校六年）楳 産出地点の地質概要

本は神奈川県立博物館iこ寄贈〉 化石の産出地点は， 図1に示すように相模川の中流

採集年月 ：1985年7月13日 の右岸側， 愛川町小沢の高田橋から下流の厚木市上依
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図2 愛川町中津六ツ倉〔×印 5）から産出したホホジ

ロザメの歯化石（現寸大）

は，第1' 2図の有孔虫化石資料採集地点28であり， また，山田勲氏には，日頃から中津層群について詳し

層位と岩相は中津層上部の大塚凝灰質泥岩である。小 ' 、情報を提供いただいた。末尾ながら心から御礼申し

島 (1955〕では，第1' 2図，第2表の貝化石産出地 上げる。

点15（愛甲郡中津村六倉北方の突角〉であり，層位と

岩相は中津累層上部の大塚凝灰質シノレト岩層の上位， 文 献

六ツ倉凝灰質シノレ ト岩亜層となる。最近の !To(1985) 勝山家徳 1982 新生代 昆虫類 （2) 甲殻類 G芝脚

の研究では，Fig.3の調査地点 Loc.14であり，庖位 類，等脚類〉 ・クモ類.I篠山家徳，浜田隆士，

と岩相は中津層群上部の大塚層である。以上のことか 111際延夫監修 学生版日本古生物図鑑．北隆

弘本地点は中津層群の上部層準に位置することが確 館，東京.368-369. 

められた。 I-ro, M. 1985 The Nakatsu Group : a Plio・Pleisto・

中津層群のサメ類

図lにこれまで明らかになったサメの歯化石の産出

地点を示す。Loc.l～4 (x 印1～x印4）は， 上野・

松島 (1975〕が報告したホホジロザメ，ヨロイザメ，

メジロザメ属の一種の歯化石の産出した地点である。

その層準はすべて中津層鮮の下部層準のものである。

今回のホホジ．ロザメの歯化石〔x印5〕は，上述のよ

うに中津層群の上部層準より得られている。 したがっ

て，これまでに中津層群から産出したサメの化石の点

数は，まだ非常に少ないが，大胆に推測して本層群の

堆積した海域には，常に暖海に分布する外洋性のホホ

ジロザメが生息していたことを示唆する。この点につ

いて，今後新しい資料が加わればさらにはっきりする

であろ7。

謝辞：この小文を記すにあたり， 愛川町ー中津の平出

恵子氏には採集された貴重な楳本を寄目郎、ただいた。

cene transgressive nearshore to slope se-

quence embracing multiple slump scars 

in southeastern margin of the Kanto Ma-

untains, central Honshu, Japan. ]our. Ge-

ol. Soc. Japan, 91 : 213-232. 

小島伸夫 1955 中津累層に含まれる貝化石群につい

て． 地質学雑誌，61: 449-456. 

中世古幸次郎 ・沢井清 1950 中津層の化石有孔虫

群について．地質学雑誌， 55: 205-210. 

鈴木好一 1932 神奈川県厚木町北方の鮮新統（ー，

二〉．地質学雑誌，39: 49-70, 97-132. 

上野輝弥 ・松島義章 1975 神奈川県北部の中津累層

（鮮新統上部〉産出ホホジロザメ， ヨロイザ

メなどの化石について． 神奈川県立博物館研

究報告（自然科学）， (8) : 41-55. 

山口寿之 1987 日本のフジツポ類の時空分布．日本

古生物学会年年会講演予稿集，16-17.

（神奈川県立博物館〉

35 



追記：本文の脱稿後，山田勲氏より中津層群から新 歯の形態から判断してホホジロザメの歯と考えられる

たにみつかったサメの歯化石が届けられた。標本は柏 が， 詳細については別稿にて報告する予定である。今

雅偉氏〔厚木市下荻野）が愛川町小沢室久保， 高田橋 回この標本が加わったことにより，中津層群では 3属

の上流約200m地点，相模川右岸の中津層群の露頭よ 3種6標本のサメ類化石が明らかになった。なお，本

り採取した〔1985年9月22日）ものである。サメの歯 襟本は神奈川県立博物館に寄贈された。貴重な標本を

化石の産出層準は，中津層群最下部の砂岩層である。 寄贈し、ただいた柏雅偉氏に心から感謝する。
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